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■主な研究	 
（１）触知覚を利用したインターフェースの開発	 
　触知覚によって情報を伝達する方法についての検討であ
る。研究は、視覚障害者のみならず晴眼者も対象としてい
る。これまでに触知覚を用いた情報伝達には、形状に加え
て材質やフィードバックなども有効であることが明らかに
なっている。そこで、それらの刺激を利用して操作を簡易
化したり、誤操作や誤飲を防止するための具体的方法につ
いても検討を行っている。	 
（２）高齢者に幼少期の記憶を想起させるニオイの
選択	 
　高齢者の精神状態を向上させる目的として、幼少
期の好ましい記憶を想起させるようなニオイを選択
することを試みている。千葉県在住の高齢者を対象
とした調査の結果、ある種のニオイが高齢者に幼少
期の好ましい記憶を想起させたり、新たな行動のた
めの意欲を湧かせることが示唆された。そこでさら
に調査対象を広げ、その可能性について検討を行っ
ている。	 
フィードバックを発生させるた
めの装置の例	 
飲料用触知記号の一例	 
高齢者に幼少期の記憶を想
起させるニオイのマイクロ
カプセル	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（３）擬態語に着目した材料と間隔との対応関係
の解明	 
　擬態語には、多くの意味内容が含まれている。
そのためコミュニケーションにおいては極めて有
用である。しかしながら擬態語とヒトの諸感覚と
の対応関係は明確になっていない。そこで、数値
モデルを用いて、擬態語と材料の感覚特性との関
係を定量的に表現することを試みている。	 
（４）香りと素材感触感覚間の対応関係の解明	 
　従来の研究では、香りと素材の関係を検討し
た例がほとんどない。この点に着目し、香りと
素材の触感覚との調和について検討を行った。
具体的には、被験者に香りに調和すると感じた
テクスチャサンプルを選択してもらい、それら
の対応関係について検討を行った。またこれと
並行して、印象評価を行うことで、香りとテク
スチャの相乗効果を明らかにした。	 
使用した擬態語	 
擬態語とテクスチャの対応関係	 
実験に使用したテクスチャ刺激	 
実験に使用した香り刺激	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